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各種加硫促進剤の効果について (7)

スルフェンアミド系促進剤の品質〔 3)

前回1) までに，スルフェンアミド系加硫促進剤ノクセ

ラー CZ(粉末）及ぴ CZ-Pの品質〔融点又は水分〕に

よる加硫挙動への影響について検討したその結果，低

融点 CZ(CBS)はスコーチ安定性を低くし，水分不良

（弊社規格より水分の多いもの）のみの CZ-P(CBS)は

影響が認められなかった．

今回は，融点及び水分不良の国外製品 CBS(ペレット

状）の加硫挙動，更に不純物を混入させた CZ—P の加
硫挙動について，弊社の実験結果を紹介する．

まず，弊社規格に対して融点及び水分不良である国外

製品 CBS(ペレット状）の加硫挙動の検討を， （表ーI)

ムーニースコーチ特性，（表-2)キュラストメータ特性及

び（表ー3)加硫物引張特性に示した．これらの結果から，

国外製品 CBS(ペレット状）は， （表ーI)ムーニースコー

チ特性 [t.,伍］及び（表ー2)キュラストメータ特性[/'coo),

I'C(oo)] をノクセラ— CZ—P よりも速めている．しかし，

（表3)加硫物引張特性では，この 2試料間に差が認めら

れない．これらの傾向は，前回1) の MSA-F(OBS)の場

合と同ーである．

次に，ノクセラー CZ-Pに不純物（でんぷん）を 5%

混入させた試作 CZ-P(試作品 6) の加硫挙動を（表—4)
ムーニースコーチ特性，（表ー5) レオメータ特性，（表—6)
加硫物引張特性及び（表-7)老化物引張特性に示した．こ

れらの結果から，試作 CZ—p (試作品 6)とノクセラー

CZ-P 間には大差ない．このことからノクセラーCZ—

Pに混入させた 5%の不純物（でんぷん）による影響は検

出できなかった．

ノクセラー CZ,MSAなどのスルフェンアミド系加硫

促進剤は，その結合アミンの種類によって遅速が異なる

が，常温で放置中にも分解を起こしてジスルフィド (MB

TS, ノクセラー DM相当品）とその結合アミンを遊離し

て，融点降下を起こすとのことである2),3)• 更に，低融

点のスルフェンアミド系加硫促進剤は， MBTS分を相当

量含み， スコーチ及ぴ加硫速度を速める傾向があるり

これらのことは，前回1) と今回の検討結果からも推察で

きる．

表-3 加硫物引張特性
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1. CZ(CBS)の融点及ぴ水分不良（弊社規格外）品

の検討

1-1 試料

融点[OC] 水分［％］ 灰分［％］

1 国外製品 CBS 88. 7 ~ 119. I* I. 12* O. 26 
（ペレット状）

2 ノクセラー 97. I~ IOI. 3 O. 07 0. 04 
CZ—P 

＊印：融点及ぴ水分不良

1-2 配合

NR(R.S.S #I) 100 

ステアリン酸 3 

酸化亜鉛 5 

HAFブラック 40 

硫 黄 2.5 

試 料 (CZ)

1-3 ムーニースコーチ試験

試験条件： JIS K 6300ー'74に準拠 ML-I,125°C 

表ー1 ムーニースコーチ特性 ML-I, 125°C 

＼試料値 v,,, t. t 36 1~30 

I. 国（外製品 CBS 19. 5 13'5311 15'2311 l'30" 
ペレット状）

2. ノクセラー 19. 5 16'07" 17'36" l'29" 
CZ—P 

加硫温度： 140℃ 

[謬mm] 
Tn En 

M [kgf/cm•] 
試 料

[kgf/cmり ［％］ 100% 300% 

｛ 
10 322 510 28 163 

国外製品 CBS (ペレット状）
20 305 450 35 182 
30 298 450 37 197 
40 286 410 33 188 

｛ 
10 314 500 30 169 

ノクセラー CZ—P
20 316 450 35 187 
30 298 430 37 196 
40 285 410 33 187 
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1-4 キュラストメータ試験

試験条件： SRIS 3102-'77に準拠，

JSR型キュラストメータ使用．試験温度 140°0,

ダイス it(2 m m厚），オシレーティング角 30, オシ

レーティング速度 6c,p.m. 

表ー2 キュラストメータ特性試験温度： 140℃ 

｀ 直贔腐：f]~'C(lO)_ /'C(OO) 

I. 国外製品 CBS O. 2 3. 3 2'30" 8'12" 
（ペレット状）

2. ノクセラー O. 2 3. I 3'24" 9'36" 
CZ-P 

1-5 引張試験

試験条件： JIS K6301-'75に準拠．加硫温度 140℃.

2. CZ (CBS)の純度による影響の検討

2-1 試料

l. ノクセラー CZ-P**

2. CZ-P (試作品 6)***〔でんぷん5%含有， CZ分

95%) 

CZ—p (試作品 6)***は，ノクセラー CZ-P**と同

ーの原体粉末（ノクセラー CZ)にでんぷん 5%を混

合し， ノクセラー CZ-P**と同一の方法でペレット

化したものである．

2-5 引張試験

試験条件： JIS K6301-'75に準拠．加硫温度 140℃ 

表-6 加硫物引張特性

試 料
Tn 

2-2 配合

1-2と同一配合．

2-3 ムーニースコーチ試験

試験条件： ML-I, 120°C. その他は JISK6300-'74 

に準拠．

表ー4 ムーニースコーチ特性 ML-I, 120℃ 
- -

-- 特性値
試料 -----、 V,,, '• 135 I Aao 

I. ノクセラー 22. 7 21'35" 23'45" 2'10" 
CZ—P 

2. CZ-P 22. 3 21'37" 23'45" 2'08" 
（試作品 6)

2-4 レオメータ試験

試試条件： SRIS 3102-'77に準拠．東洋精機製オシレ

ーティングディスクレオメータ使用． 試験温度 140 
℃， ローター S型 (¢30mm), オシレーティング角

30, オシレーティング速度 6 c.p.m., フルスケール
50 kgf・cm. 

表 5 レオメータ特性 試験温度： 140℃ 

＼ 直 ML MHF t't' 
試料 [kgf• cm] [kgf, cm) cc 10, C(ooJ 

I. ノクセラー I. 5 45. 7 7'30" 16'50" 
CZ—P 

2. CZ—P 1.5 45.4 7'1011 16'20" 
（試作品 6)

加硫温度： 140℃ 

En 
M [kgf/cmり

Hs 
’‘、[誓m篇m] [kgf/cm門 [%] 100% 300% [JIS A] 

ノクセラー CZ—P ｛ 
10 315 500 30 167 64 
20 306 420 41 204 66 
30 282 390 37 204 67 
45 262 370 36 201 65 

CZ—p (試作品 6) ｛ 
10 311 500 31 166 63 
20 294 420 37 198 66 
30 278 430 39 205 67 
45 263 380 36 193 66 

2-6 老化試験

試験条件： JIS K 6301ー'75に準拠， 140°Cx20min加硫物，試験管加熱老化試験機使用，老化温度 100℃. 

表ー7 老化物引張特性 老化温度： 100℃ 

試 料 老化時間 変 化 率［％］ 変化

[hr] Tn Ea M,oo Hs 

ノクセラ— CZ—P ｛ 
24 -49 -42 - 2 

゜48 -62 -47 - 2 -3 
96 -81 -64 -15 

゜
CZ—p (試作品 6) ｛ 

24 -45 -37 2 -1 
48 -65 -50 2 -4 
96 -81 -65 -10 -7 
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